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一 

 



 

私
は
、
本
年
二
月
二
十
七
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
並
び
に
同
三
月
九
日
の
予
算
委
員
会
第
四
分
科
会
に
お
い 

 

て
血
液
製
剤
に
よ
る
エ
イ
ズ
感
染
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
ま
で
に
政
府
は
、
昨
年
三
月 

 
 

三
十
一
日
に
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
の
予
防
に
関
す
る
法
律
案
い
わ
ゆ
る
エ
イ
ズ
予
防
法
を
衆
議
院
に
提
出
し 

 

た
が
、
こ
の
法
案
は
、
我
が
国
の
エ
イ
ズ
患
者
並
び
に
感
染
者
の
大
部
分
を
占
め
る
血
友
病
患
者
に
対
す
る
偏 

 
 

見
・
差
別
を
固
定
化
す
る
恐
れ
が
強
い
と
の
批
判
が
あ
る
。
政
府
が
、
こ
の
よ
う
な
法
案
の
立
法
化
を
推
進
し
な 

 
 

が
ら
、
一
方
で
患
者
、
感
染
者
の
救
済
措
置
等
を
後
回
し
に
し
て
き
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。
こ
の
際
患 

 
 

者
、
感
染
者
に
対
し
速
や
か
な
救
済
措
置
が
取
ら
れ
ん
こ
と
を
求
め
る
立
場
か
ら
次
の
質
問
を
行
う
。 

一 

世
界
の
医
学
生
の
教
科
書
と
し
て
有
名
な
「
メ
ー
ラ
ー
の
医
薬
品
の
副
作
用
大
事
典
」
（
第
九
版
）
に
は
、
血
液 

 

製
剤
に
よ
る
副
作
用
と
し
て
肝
炎
を
あ
げ
て
い
る
。
ま
た
、
厚
生
省
は
、
同
省
薬
務
局
生
物
製
剤
課
が
発
行
し 

 
 

 
血
液
製
剤
に
よ
る
エ
イ
ズ
感
染
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二 

私
は
、
去
る
三
月
九
日
の
予
算
委
員
会
第
四
分
科
会
に
お
い
て
、
厚
生
省
エ
イ
ズ
対
策
専
門
家
会
議
委
員
長 

 
 

が
、
財
団
法
人
「
日
本
熱
帯
医
学
協
会
」
の
保
存
し
て
い
た
在
外
邦
人
八
百
六
十
三
人
分
の
血
清
を
本
人
た
ち
に 

 

無
断
で
エ
イ
ズ
の
感
染
検
査
を
し
、
そ
の
結
果
を
学
会
で
発
表
し
て
い
た
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
に
対
し 

 
 

て
厚
生
省
は
「
（
前
略
）
個
人
を
特
定
で
き
な
い
形
で
デ
ー
タ
を
発
表
し
て
い
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
し
、
そ
れ 

 
 

た
「
血
液
事
業
の
現
状
昭
和

56
年
」
の
中
で
「
輸
血
の
副
作
用
と
し
て
最
も
重
要
な
課
題
は
輸
血
後
に
お
こ
る 

 
 

肝
炎
で
あ
る
」
と
し
、
更
に
「
血
液
事
業
の
現
状
昭
和
59
年
」
の
中
で
は
「
輸
血
に
よ
る
副
作
用
・
合
併
症
と
し 

 
 

て
最
も
重
要
な
課
題
は
感
染
症
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
厚
生
省
自
身
が
輸
血
の
副
作
用
と
し
て
肝 

 
 

炎
を
認
め
る
内
容
で
あ
る
。
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
と
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
は
、
感
染
経
路
が
酷
似
し
て
る
と
い
わ
れ
、 

 
 

い
ず
れ
も
ウ
イ
ル
ス
が
混
入
し
た
血
液
か
ら
感
染
を
す
る
場
合
が
多
い
。
故
に
輸
血
に
よ
る
肝
炎
感
染
と
同
様 

 

に
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
が
混
入
し
た
血
液
製
剤
を
投
与
し
た
こ
と
に
よ
る
エ
イ
ズ
感
染
は
、
血
液
製
剤
に
よ
る 

 
 

副
作
用
と
み
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

三 

厚
生
省
感
染
症
対
策
室
が
監
修
し
、
市
販
さ
れ
て
い
る
「
日
本
の
エ
イ
ズ
症
例
」
（
一
九
八
八
年
一
月
二
十
日 

 
 

財
団
法
人
日
本
公
衆
衛
生
協
会
発
行
）
に
は
、
我
が
国
に
お
け
る
三
十
の
エ
イ
ズ
症
例
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

い
う
ま
で
も
な
く
、
エ
イ
ズ
患
者
並
び
に
感
染
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
同
書
の
記 

 
 

述
に
は
、
個
人
を
特
定
で
き
る
内
容
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
患
者
並
び
に
感
染
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害 

 
 

し
て
い
る
。
政
府
提
出
の
エ
イ
ズ
予
防
法
が
、
我
が
国
の
エ
イ
ズ
患
者
並
び
に
感
染
者
の
大
部
分
を
占
め
る
血 

 
 

か
ら
検
体
の
検
査
の
過
程
で
も
個
人
の
名
前
は
消
去
を
し
た
格
好
で
取
り
扱
つ
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し 

 
 

て
、
人
権
へ
の
配
慮
は
十
分
に
考
え
ら
れ
て
お
る
と
私
ど
も
は
考
え
て
お
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
答
弁 

 
 

し
、
同
委
員
長
が
本
人
た
ち
に
無
断
で
エ
イ
ズ
検
査
及
び
そ
の
結
果
の
発
表
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
人
権
上 

 
 

の
問
題
が
な
か
つ
た
と
の
見
解
を
示
し
た
。
し
か
し
、
八
百
六
十
三
人
分
の
血
清
の
う
ち
ビ
ル
マ
に
在
留
し
て 

 
 

い
る
邦
人
の
分
は
わ
ず
か
五
件
の
み
で
、
個
人
を
特
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
人
権
上
問
題 

 
 

が
な
い
と
い
え
る
の
か
ど
う
か
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

友
病
患
者
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
を
固
定
化
す
る
恐
れ
が
強
い
と
の
批
判
が
あ
る
今
日
、
厚
生
省
が
監
修
を
し 

 
 

た
同
書
の
内
容
は
、
エ
イ
ズ
患
者
並
び
に
感
染
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
か
か
わ
る
問
題
の
取
扱
い
に
つ
い
て
軽 

 

率
で
あ
る
と
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
以
下
、
同
書
に
掲
載
さ
れ
た
三
十
例
の
う
ち
二
例
の
要
点
を
あ 

 
 

 

げ
る
。
な
お
、
原
文
で
は
、
○
印
の
箇
所
に
数
字
が
入
つ
て
い
る
。 

① 

症 

例 

○
○
歳
代
、
男
性
、
日
本
人
、
独
身
。 

既
往
歴 

輸
血
歴
、
○
○
歳
、
○
○
歳
時
あ
り
。 

現
病
歴 

幼
少
時
よ
り
出
血
傾
向
が
あ
り
、
昭
和
○
○
年
（
○
○
歳
時
）
某
大
学
病
院
に
て
血
友
病
Ａ
と
診 

 

断
さ
れ
た
。
○
○
年
○
月
、
○
○
年
○
月
お
よ
び
○
月
外
傷
に
際
し
、
第
Ⅷ
因
子
製
剤
計
一
万 

 
 

一
千
五
百
単
位
の
輸
注
を
受
け
た
。
○
○
年
○
月
○
日
転
倒
事
故
に
よ
り
右
耳
介
後
部
外
傷
を 

 

受
け
、
容
易
に
治
癒
し
な
い
た
め
○
月
○
日
当
大
学
内
科
を
受
診
し
た
。 

初
診
時
所
見
（
昭
和
○
○
年
○
月
○
日
、
午
前
十
時
） 

六 

 



 

② 

症 

例 

○
○
歳
、
日
本
人
男
児
、
血
友
病
Ｂ
患
者
。 

既
往
歴 

血
友
病
Ｂ
に
て
乳
児
期
後
半
よ
り
血
友
病
製
剤
の
投
与
を
受
け
て
い
た
。 

現
病
歴 

昭
和
○
○
年
○
月
、
発
熱
・
頸
部
リ
ン
パ
節
腫
脹
・
全
身
に
及
ぶ
非
定
形
紅
斑
の
出
現
を
約
一 

経 
過 

○
○
年
○
月
末
よ
り
労
作
時
呼
吸
困
難
を
覚
え
は
じ
め
、
○
月
初
旬
三
十
八
度
Ｃ
を
超
え
る
発 

 

熱
と
下
痢
を
き
た
す
。
○
月
○
日
入
院
。
○
月
○
日
退
院
。
（
こ
の
患
者
が
、
挙
動
不
審
の
た 

 
 

 
め
警
察
に
補
導
さ
れ
た
経
過
等
の
記
述
も
あ
る
が
省
略
す
る
）
○
月
下
旬
、
再
入
院
。
三
十
八 

 
 

度
Ｃ
の
発
熱
も
あ
り
、
両
側
頸
部
、
左
腋
か
、
両
側
鼠
径
部
の
リ
ン
パ
節
が
五
㎜
～
一
㎝
大
に 

 
 

腫
脹
し
て
い
た
。
○
月
○
日
退
院
し
、
現
在
外
来
治
療
に
よ
り
経
過
良
好
で
あ
る
。 

そ
の
他
こ
の
症
例
に
は
、
患
者
の
口
腔
カ
ン
ジ
タ
症
を
記
録
す
る
た
め
に
患
者
自
身
の
顎
か
ら
鼻
、
眼 

 
 

に
か
け
て
撮
影
し
た
カ
ラ
ー
の
顔
写
真
と
胸
部
Ｘ
線
写
真
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。 

身
長
○
○
○
・
○
㎝
、
体
重
○
○
・
○
㎏
。
体
温
正
常
。 

七 

 



 

以
上
二
つ
の
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
入
退
院
や
死
亡
等
の
日
付
が
克
明
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
知 

 
 

○
月
中
旬
よ
り
患
児
お
よ
び
家
族
の
希
望
を
取
り
入
れ
、
状
態
の
許
す
限
り
外
泊
を
許
可
し
た 

 

が
、
○
月
○
日
、
鼻
翼
呼
吸
、
意
識
障
害
が
出
現
し
、
胸
部
Ｘ
線
写
真
に
て
肺
門
部
を
中
心
と 

 
 

 

す
る
斑
状
陰
影
を
認
め
た
。
各
種
薬
剤
投
与
を
行
う
も
改
善
は
得
ら
れ
ず
、
○
月
○
日
死
亡
し 

 
 

た
。
死
亡
時
、
身
長
○
○
○
㎝
、
体
重
は
○
○
㎏
と
健
康
時
に
比
し
三
十
一
％
の
体
重
減
少
が 

 
 

あ
り
、
る
い
痩
は
著
明
に
全
身
に
及
ん
で
い
た
。 

昭
和
○
○
年
○
月
家
族
全
員
に
対
し
て
行
つ
た
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
検
索
は
、
す
べ
て
陰
性
で
あ
つ
た
。 

週
の
経
過
で
認
め
た
。
昭
和
○
○
年
○
月
○
日
、
発
熱
・
下
痢
が
出
現
。
○
月
○
日
に
は
一
時 

 
 

 

軽
快
し
た
が
、
○
月
○
日
よ
り
再
び
発
熱
し
持
続
し
た
。
同
時
に
十
七
％
の
体
重
減
少
を
認 

 
 

 

め
、
○
月
○
日
某
病
院
に
入
院
と
な
つ
た
。
○
月
○
日
、
某
病
院
を
退
院
と
な
つ
た
が
、
○
月 

 
 

 
○
日
、
発
熱
、
咳
嗽
、
多
呼
吸
が
出
現
し
、
当
院
に
入
院
と
な
つ
た
。 

八 

 



 

四 

三
月
二
十
九
日
付
の
毎
日
新
聞
に
よ
る
と
、
産
業
医
科
大
学
の
坂
本
久
浩
輸
血
部
副
部
長
の
研
究
で
、
市
販 

 
 

さ
れ
て
い
る
グ
ロ
ブ
リ
ン
製
剤
の
大
半
が
エ
イ
ズ
と
梅
毒
の
陽
性
反
応
を
示
し
、
し
か
も
投
与
さ
れ
た
患
者
も 

 
 

感
染
は
し
な
い
も
の
の
、
一
時
的
に
エ
イ
ズ
、
梅
毒
の
抗
体
反
応
で
陽
性
に
な
つ
た
と
い
う
。
政
府
は
こ
の
事 

 
 

実
に
つ
い
て
何
ら
か
の
対
応
策
を
取
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
エ
イ
ズ
抗
体
陽
性 

 
 

の
グ
ロ
ブ
リ
ン
は
販
売
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
日
本
で
も
回
収
措
置
を
取
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
併
せ 

 
 

人
、
関
係
者
が
み
れ
ば
人
物
を
特
定
で
き
る
し
、
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
れ
ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
藤 

 
 

本
厚
生
大
臣
は
予
算
委
員
会
第
四
分
科
会
の
私
の
質
問
に
対
し
て
、
「
患
者
、
感
染
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
、
人 

 
 

 

権
を
守
る
、
こ
れ
は
大
き
な
柱
で
あ
る
わ
け
で
ご
さ
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
点
に
つ
い
て
は
十
分
に
配
慮
が 

 
 

行
き
届
く
よ
う
に
私
も
考
え
て
ま
い
り
た
い
」
と
答
弁
し
た
が
、
厚
生
省
監
修
で
市
販
さ
れ
て
い
る
同
書
の
内 

 
 

容
は
明
ら
か
に
患
者
、
感
染
者
に
対
す
る
人
権
上
の
配
慮
が
欠
け
て
い
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら 

 
 

か
に
さ
れ
た
い
。 

九 

 



 

 

一
〇 

て
見
解
を
求
め
る
。 

五 

血
漿
製
剤
の
う
ち
加
熱
処
理
さ
れ
て
い
な
い
の
は
グ
ロ
ブ
リ
ン
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
エ
イ
ズ
以
外
に
も 

 

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
が
混
入
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
一
部
の
メ
ー
カ
ー
で
は
既
に
グ
ロ
ブ
リ
ン
の
加
熱
処
理
化
を
実 

 

現
さ
せ
て
い
る
と
聞
く
が
、
こ
の
際
早
く
承
認
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


